
令和８年熊本地震文化財ドクター・近現代建造物緊急重点調査・まちづくり等で利用する 

データベース（GLoHB）講習会 
 

主催：鹿児島県設計４団体懇談会 

（公社）日本建築家協会（JIA）九州支部鹿児島地域会［2026 年度世話役］ 

（公社）鹿児島県建築士会［講習会担当鶴丸城等史跡建造物研究委員会］ 

（一社）鹿児島県建築士事務所協会 

日本建築構造技術者協会（JASCA）鹿児島支所 

 

このたび、北海道大学の池上重康先生をお招きし、文化財ドクター事業や近現代建造物緊急重点調査
事業、まちづくり等々で使用するデータベース（GLoHB）の取り扱いについて講習会および意見交換
会を開催いたします。このGLoHB は、1980 年に初版が発行された日本近代建築総覧のデータを基に
2000 年から日本建築学会が進めてきた歴史的建築総目録のデータベースで、国宝や重要文化財だけ
でなく、登録有形文化財や自治体指定、さらには未指定・未登録の歴史的建造物まで幅広く網羅し、
まちなみの保全や災害時の被災状況の調査に用いられてきました。今後開始される令和８年熊本地震
の文化財ドクター事業等で、この GLoHB（歴史的建築総目録データベース）と連動し、歴史的建造物
の被災状況を迅速に把握し、その保存や復旧を支援するための「災害調査支援システム（Disaster 
Survey Support System 略称 DSSS）」が使用されます。データーベースをつくられた池上先生御本
人から学べる貴重な機会に是非講習を受講下さい。 
 
ヘリテージマネージャーやまちづくり活動の皆様 
今後、必要となる内容となっておりますので、万 
障お繰り合わせの上、ご出席賜りますようお願い 
申し上げます。WEB配信を併用します。 
 

記 
１．日時 令和８年 10月５日（月） 17：10 ～ 18：45（開場 17:00） 
２．会場 鹿児島県住宅供給公社ビル ３階 大会議室 
３．テーマ 「歴史的建築総目録データベースと歴史的建造物被災調査での調査システム」講習 
４．講師 北海道大学 大学院工学研究院 池上 重康先生 
５．会費 １，０００円 
６．ＣＰＤ ２単位の予定 
７．意見交換会 時間：19：30 ～ 

会場：近隣会場（決定次第、会費と共に参加者にご案内いたします 池上先生を交えて） 

 
「10 月５日講習会」をメールの件名（表題）とし、氏名・連絡先（TEL）・メールアドレスを記載 

 講習会に     対面参加する・WEB 参加する 

 意見交換会に 参加する・参加しない 

【お問い合わせ・送付先】 
 公益社団法人日本建築家協会九州支部鹿児島地域会 （担当：鯵坂徹 080-5055-6787）ajisaka@venus.dti.ne.jp 
公益社団法人 鹿児島県建築士会事務局 （担当：池田賢一郎 090-9073-7238）info@sakurajima.or.jp 



 

 

令和８年熊本地震文化財ドクター・近現代建造物緊急重点調査等で使用する 

データベース（GLoHB）の利用講習会 

 

１．日時 令和８年 10 月５日（月） 17：10 ～ 18：45 

           

２．会場 鹿児島県住宅供給公社ビル ３階 大会議室 

 

３．テーマ 「歴史的建築総目録データベースと歴史的建造物被災調査での調査システム」講習 

 

４．講師 北海道大学 大学院工学研究院 助教 池上 重康 氏 

 

５．会次第 

受付 17:00〜 

  挨拶  17:10〜17:15 

  講習 17:15〜17:45   

  閉会挨拶 17:45〜 

 


